
１〜６_ 令和６年に西部クリーン
センターの破砕施設で起きた火災
の様子　
７_平成 24年に発生したごみ収集
車火災事故の様子
８_ ７の火災事故の原因となった
スプレー缶

高
松
市
の
ご
み
の
状
況

　
本
市
で
は
、
廃
棄
物
の
減
量
・
資
源
化
を
推
進

し
て
お
り
、
一
人
一
日
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量

は
、
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
一
人
一
日
当
た
り
の
家
庭
ご
み

排
出
量
は
５
０
６
グ
ラ
ム
で
、
10
年
前
の
平
成
26

年
度（
６
０
０
グ
ラ
ム
）か
ら
お
よ
そ
１
０
０
グ
ラ

ム
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
が
定
め
る「
高
松
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
」で
は
、
令
和
９
年
度
ま
で
に
、
一
人
一

日
当
た
り
５
０
２
グ
ラ
ム
ま
で
削
減
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
お
り
、
達
成
ま
で
あ
と
４
グ
ラ
ム
に

迫
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
全
員
が
毎
日
１
人
１
グ
ラ
ム
の
減
量
を
意

識
す
る
こ
と
で
、
１
年
間
で
お
よ
そ
１
５
０
ト
ン

も
の
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
る
た
め
、
ご
み
の
削

減
に
向
け
た
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
火
災
事
故

　

近
年
、
ご
み
処
理
施
設
や
ご
み
収
集
車
に
お
い

て
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
に
よ
る
火
災
事
故

な
ど
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
に
は
、

全
国
の
市
区
町
村
で 

８
、５
４
３
件
発
生
す
る
な

ど
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
24
年
に
、
破
砕
ご
み
を
収
集

し
て
い
た
ご
み
収
集
車
で
火
災
が
発
生
し
、
消
火

に
当
た
っ
て
い
た
収
集
作
業
員
が
、
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
の
爆
発
で
や
け
ど
を
負
い
、
入
院
す
る
と
い

う
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
2
年
に
は
、
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
再
生
利
用
施
設
で
火
災
が
起
こ
り
、
一
時

稼
働
停
止
し
た
ほ
か
、
令
和
６
年
に
は
、
西
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
大
規
模
な
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
火
災
も
復
旧
ま
で
に
、

長
期
に
わ
た
る
修
繕
期
間
と
多
額
の
費
用
を
要
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
火
災
事
故
の

多
く
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
危
険

物
、
特
に
近
年
は
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
が

ご
み
に
混
入
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
処
理
施
設
や
、
ご
み
収
集
車
で
火
災
が
発

生
す
る
と
、
施
設
や
車
両
へ
の
損
害
に
加
え
、
ご

み
処
理
に
従
事
す
る
職
員
の
身
に
危
険
が
生
じ
る

ほ
か
、
ご
み
の
収
集
や
処
理
の
中
断
に
よ
っ
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
安
全
を
守
り
、
安
定
し
た
ご
み
処
理
を

維
持
す
る
た
め
に
、
今
一
度
、
正
し
い
ご
み
の
分

別
と
適
正
な
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

1

23

4

5

７

クリーンセンターでの発煙・発火件数
原　因 令和６年度

南部クリー
ンセンター

リチウムイオン電池 30 件
83 件

その他 53 件
西部クリー
ンセンター

リチウムイオン電池 39 件
55 件

その他 16 件
合　計 138 件

高松市クリーンセンターでは、高松市クリーンセンターでは、
発煙・発火が発煙・発火が約約３日に１度３日に１度
発生しています！発生しています！

８

６

ごみ収集車火災発生件数
令和

４年度
令和

５年度
令和

６年度
破砕ごみ 4件 1件 9件
缶・びん・ペットボトル ｰ ｰ ｰ
燃やせるごみ ｰ ｰ ｰ
紙・布 ｰ 1件 ｰ

計 4件 2件 9件

主な原因

カセットボンベ 2件 ｰ 1件
スプレー缶 ｰ ｰ 4件
ライター 1件 ｰ ｰ
ラジカセ・電池 1件 ｰ 3件
不明 ｰ 2件 1件

⇦

正
し
い
分
別
で
守
る

安
全
な
ま
ち

正
し
い
分
別
で
守
る

安
全
な
ま
ち

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
大
き
な
火
災
に

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
大
き
な
火
災
に
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リチウムイオン電池の処理は
適切に
廃棄はリサイクル回収ボックスへ

　リチウムイオン電池は、安全のため、ゴミステーションで回収される
一般的なごみとして捨てずに、リサイクル回収ボックスへ持ち込む必要
があります。　
　本市では、市役所やコミュニティセンターなどにリサイクル回収ボッ
クスを設置し、リチウムイオン電池などが使用されている小型家電やリ
チウムイオン電池の回収を行っています。小型家電は、定められた 32
品目の家電などが対象で、リチウムイオン電池単体は電池の種類に応じ
た分別が必要です。
　

電式電池

型家電

品目

品目

回収箱

回収箱

設置場所

設置場所

充

小

●市役所本庁１階ロビー
●環境業務センター
●総合センター①、支所②

●コミュニティセンター③

●屋島レクザムフィールド
●南部クリーンセンター
●西部クリーンセンター

●市役所本庁１階ロビー
●環境業務センター
●総合センター①、支所②

●コミュニティセンター③

●ゆめタウン高松
●�ヤマダデンキTecc LIFE SELECT
高松春日本店

●屋島レクザムフィールド
●南部クリーンセンター事務所
　（青色のボックスは未設置）

「リサイクル回収ボックス」で回収しているもの

■小型充電式電池
（リサイクルマークあり）
・リチウムイオン電池
・ニカド電池　
・ニッケル電池

■使用済小型家電（32 品目）
32品目は下記のとおり

■その他の充電式小型家電
（充電池が取り外せないもの）
※充電池が取り外せるものは
・本体は破砕ごみとして処理
・�取り外した充電池部分は充電式電池
の取り扱い

■加熱式たばこ・電子たばこ

■小型充電式電池
（リサイクルマークなし）

リチウムコイン電池
（記号 CR BR）は透 明 の
ボックスへ

■ボタン電池（記号 SR PR LR）

黄色のリサイクルボックス
「小型充電式電池リ
サイクルボックス」

透明のボックス
※黄色のリサイクルボック
スの横または
上下部に設置

青色のボックス
「使用済小型家電回収ボックス」
※�加熱式たばこ・電子たば
こは使用済み小型家電と
して回収

※�ボ ックスに入
らないものは、
環境業務セン
タ ー・ 南 部 ク
リーンセンター
で受け取り

　回収協力店は、電池工業会のホームページ
からご確認ください。
※�ショートする恐れがあるので、+

プラス
極、−

マイナス
極

の金属端子部をビニールテープ等で絶縁し
てください。 ①【総合センター】牟礼、香川、勝賀、国分寺、仏生山、山田　　②【支所】塩江、庵治、香南　

③【コミュニティセンター】鶴尾、太田、木太南、古高松、林、一宮、多肥、円座、弦打

詳しくはこちらから▶

使用済みのボタン電池は、電池工業会の
ボタン電池回収協力店で回収しています。

環境業務課
TEL （834・0389）

問

使用済み小型家電（32品目）
1）デジタルカメラ　2）ビデオカメラ
3）携帯型ゲーム機　4）据置型ゲーム機
5）電話機　6）ポータブルラジオ
7）�DVD、ブルーレイプレーヤー、レ

コーダー（ポータブル含む）
8）MD プレーヤー
9）�デジタルオーディオプレーヤー（フ

ラッシュメモリー）

10）�デジタルオーディオプレーヤー（HDD）
11）CDプレーヤー　12）テープレコーダー
13）IC レコーダー　14）電子辞書
15）電卓　16）カーナビゲーションシステム
17）VICS ユニット　18）ETC 搭載ユニット
19）携帯電話　�20）PHS 端末
21）�電子機器附属品（リモコン、AC ア

ダプター、ケーブル、充電器等）

22）�パーソナルコンピューター（デスク
トップ型一式、ノート型など）

23）電子時計　24）コードレス掃除機
25）電子式ヘルスメーター
26）電子式ベビースケール
27）電子式温度計　28）デジタル歩数計
29）ヘアードライヤー　30）電気かみそり
31）電気脱毛器　32）電動歯ブラシ

リチウムイオン電池が
取り外せない小型家電

リチウムイオン電池単体

電気かみそり

・リサイクルマークあり
・リチウムコイン電池（記号 CR BR）
・リサイクルマークなし

リチウム
コイン電池

玩具・携帯ゲーム機・クオーツ時計など
に使われています。

※リチウムイオン電池関係部分のみ記載。

リチウムイオン
電池

内蔵されている
場合は無理に取
り外す必要はあ
りません
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南部
クリーンセンター

実際に破砕ごみに混ざっていた
リチウムイオン電池

　南部クリーンセンターは、燃やせるごみ
を処理する「ごみ処理施設」と、ごみの中
から鉄、アルミニウム、びんやペットボト
ルなど資源として再利用できるものを取り
出す「廃棄物再生利用施設」、環境学習の場
としても利用されている「管理棟（エコホ
タル）」の３つの施設で構成されています。
　この施設では、燃やせるごみは１日最大
300トン、破砕系統のごみで１日最大35ト
ンものごみを中間処理することができます。

塩江町安原下第３号 2084-1
電話 （☎️ 890・2190）

❸一次破砕機
手作業で取り除ききれなかったリチ
ウムイオン電池が破砕機の衝撃で
損傷し発火することがあります

❶ごみ搬入
各地から運ばれてきたごみをごみ
受入ピットに投入します

❷不適物手選別作業
本来、破砕ごみとして捨ててはい
けないリチウムイオン電池などの
危険物を手作業で取り除きます

❹二次破砕機
一次破砕機で処理された破砕ごみ
と粗大ごみを細かく破砕します

❺粒度選別機
「ふるい」の目の大きさにより、破
砕物を３種類に選別します

❻アルミ選別機
磁石の力と電気の力でアルミを飛
ばして選別します

❶ ❷

❸
❹

❺

※※

【破砕ごみの処理ライン】

❻

破破砕ごみにリチウムイオン電池が混入した場合の発火ポイント砕ごみにリチウムイオン電池が混入した場合の発火ポイント

【プラスチック容器包装ごみの処理ライン】
一度に約 0.5 トンのごみがつかめるごみクレーン
搬入されたごみを、ごみ受入ホッパに投入します

リチウムイオン電池が使われている
製品の具体例

【缶・びん・ペットボトルの処理ライン】
ペットボトルの不適物手選別作業

【プラスチック容器包装ごみの処理ライン】
プラスチック容器包装ごみの不適物手選別作業

【中央制御室】
機器・設備全体の監視制御や
運転操作をしています

実際に南部クリーンセンターで実際に南部クリーンセンターで
火災となった箇所火災となった箇所

（令和２年に発生した南部クリーンセンターでの火災事例）

ハンディファン

スマートフォン

電気かみそり

充電式掃除機
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　高松市
のクリーンセンターを紹介します



西部クリーンセンター
川部町930-1

電話（☎️ 885・2727）

管管理棟（エコホタル） 理棟（エコホタル） 見て、聞いて、楽しく体験できる

　1階には、はがき作り、リサ1階には、はがき作り、リサ
イクル工作などの体験ができるイクル工作などの体験ができる
「学習室」、2階には、広く環境「学習室」、2階には、広く環境
問題を学習できる展示ギャラ問題を学習できる展示ギャラ
リーがあります。施設見学の受リーがあります。施設見学の受
け付けもここで行っています。け付けもここで行っています。

　管理棟は、「ホタルの里」でも有名な
地域を生かし、ウミホタルのような美
しいイメージとエコ（環境）とを組み
合わせ、愛称「エコホタル」と呼ばれ、
環境学習の活動拠点として広く市民の
皆様に親しまれています。

南部クリーンセンター
キャラクター「ホッ君」

はがき作り施設見学

万華鏡

リサイクル工作
（竹を使った水鉄砲作り）

Q�.�破砕ごみの処理に当たり、どの破砕ごみの処理に当たり、どの
ようにごみの中身をチェックしてようにごみの中身をチェックして
いますかいますか

Q�.�ごみの分別において危険に感じごみの分別において危険に感じ
るまたは、実際に危険だったことるまたは、実際に危険だったこと
について教えてくださいについて教えてください

A. ５人の職員が鎌で袋を裂いたりし
ながら手作業でごみを選別し、処理
不適物を取り出しています。

A.先のとがった物や刃物は、取り出
す時に手を切ることもあります。ま
た、スプレー缶といった可燃性ガス
が入ったものが、破砕ごみを細かく
する装置（一次破砕機等）で爆発し、
屋外にある爆風口が吹き飛び鉄板が
曲がり、その爆風が手選別室にまで
達したこともあり、とても危険でした。

Q�.�数年前と比較してごみの中身数年前と比較してごみの中身
について変化を感じますかについて変化を感じますか

A. ごみステーションに捨てられ
るごみの分別に関しては、ここ数
年変化がないか、少し悪くなって
います。どのごみに捨ててよいか
分からないものは「破砕ごみ」と
して出されている印象を受けま
す。電池の混入に関しては、乾電
池が少し減った代わりに、リチウ
ムイオン電池が増加しています。

　

南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、
昨
年
度
、
火

災
報
知
器
が
83
回
発
報
し

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
２

回
は
消
防
車
両
が
出
場
し

ま
し
た
。
原
因
の
ほ
と
ん

ど
が
破
砕
ご
み
の
中
に
混

入
し
て
い
た
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
に
よ
る
火
災
で

す
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
等
の
充
電
式
電
池
は
必

ず
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
お
持
ち
い
た
だ
く

よ
う
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

南部クリーンセンター
莨
たばこ
谷
だに
さん

南部クリーンセンターでクリーンセンターで働いているいている人ににインタビュー
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※リチウムイオン電池などのリサイクル回収
ボックスで回収しているものは収集できません。

⃝�指定収集袋とは別に透明ポリ袋に入れて、
口を結んで「破砕ごみ／有害ごみ」の日に出
してください。

⃝�ごみ収集車の火災の原因となりますので、
絶対に破砕ごみには混入しないでください。

◎�透明ポリ袋に種類ごとに分けて出してくだ
さい。

◎�筒形乾電池は、ショートする恐れがあるの
で、十極、一極の金属端子部をビニールテー
プ等で絶縁してください。

◎�購入時のダンボールケースな
どの容器に入れて出してくだ
さい。容器を処分してしまっ
た場合は、 新聞紙に包むな
ど、割れないようにして出してください。
◎�割れたものは袋に入れて出してください。

◎�透明ポリ袋を二重にして、珪藻
土バスマットのみを入れて、強
く縛って出してください。

※石綿（アスベスト）が含まれているものはごみステーションには出
せません。販売店等に連絡をとり、回収を依頼してください。

❖ごみ収集業務
　（環境業務課　☎834・0389）
　休12月27日（土）〜１月４日（日）
　�（12月29日（月）・30日（火）の燃やせるごみは収集）
❖粗大ごみの引き取り業務
　（受付センター　☎834・0366）
　‌�年内の収集は12月19日（金）までに申し込んでください。
❖�ごみの直接搬入
　南部クリーンセンター
　（塩江町安原下　☎890・2190）
　休12月27日（土）〜１月４日（日）
　西部クリーンセンター
　（川部町　☎885・2727）
　休12月28日（日）〜１月４日（日）
　※‌�詳しくは事前に各施設にお問い合わせください。
❖�し尿・浄化槽汚泥収集業務
　（環境業務課　☎839・3990）
　休12月27日（土）〜１月４日（日）

筒形乾電池・水銀体温計・ライター蛍光管

珪
けい
藻
そう
土
ど
バスマット

有害ごみの出し方に 有害ごみの出し方に 
ご注意くださいご注意ください
有害ごみの出し方に 有害ごみの出し方に 
ご注意くださいご注意ください！

　西部クリー
ンセンターで
は、高松市と
綾川町のごみ
を焼却施設と
破砕施設で中
間処理しています。
　施設から発生する騒音、振動、悪臭や粉じんに
対する吸音材や消音器の設置など、公害防止設備
を完備しており、周辺の生活環境の保全に配慮し
ています。また、焼却熱で発生させた蒸気を利用
して発電を行っているほか、破砕施設では、破砕
したごみを５種類に選別し、資源の有効利用をし
ています。

年末年始のごみ回収について年末年始のごみ回収について


